
自らの工夫と備えで 

鬼に金棒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子供の頃から作物を育てる農業に興味があり、20 歳で就農しまし

た。家族とともにお米と野菜中心の経営です。いくら工夫や備えをし

ても、人間の力や機械の力では災害には勝てません。近年は異常気象

が続いている上に、2020 年からはコロナ禍という新たな不安材料が

増えました。 

 収入保険は自然災害や価格低下だけではなく、取引先の倒産、けが

や病気で作付けや収穫ができない場合など、農業者の経営努力では避

けられない収入減少も補償され、心強い保険ですね。自らの工夫、備

えの上に収入保険に加入しておけば「鬼に金棒」。おかげで安心して

農業経営ができています。 

 国の公的保険制度なので保険料などに対して国から補助があるの

もとても助かっています。 

農業は夢も希望もある仕事なので、これからの若い人たちにもどんど

ん挑戦してほしいです。 

2021 年 6 月発行 農業共済新聞四国版より抜粋 

西条市 

徳永 大宜さん 


